その１

対象教科・科目
単位数
学年・学級

地学Ⅱ
３


学習目標
現在の環境問題を地学的な立場から考え、これからの環境保護に役立つ知識や教養を身につける。

私たちの郷土の地形や地質を知るとともに、日本全体あるいは地球全体でのそれらの位置づけを考え理解を深める。

使用教科書・副教材等
高等学校地学Ⅱ　(地Ⅱ００１)，傍用問題集

２ 学習計画および評価方法等

学期
月
学習内容
学習のねらい
評価材料

一学期
４

５

６

７


オリエンテーション

第1部 地球環境の構成

　第１章　地球環境

　第２章　大気と海洋


「地学Ⅱ」についての学習の意義内容，評価の方法を理解します。

・現在とりあげられている環境問題である、地球温暖化やオゾンホール、酸性雨などついて学習します。

・雨の酸性度を調べる実習を通し、身近なもののｐＨと比較します。

・地球上の天気に特に大きな影響を及ぼす偏西風波動や高気圧・低気圧について、高層天気図を用いながら学習します。

・1年間の日本の天気の移り変わりを、その時期に発達する高気圧の種類と関連付けて理解します。

・インターネットを使い、日本付近の連続した天気図や雲の写真を収集し、短周期の天気変化を探します。

・海水の動きと海水が地球の気候に及ぼす影響をエル・ニーニョ現象などをとおして学習します。

酸素同位体法による過去の気温の推定から、地球の気温の変遷について考えます。
実験・実習ﾌﾟﾘﾝﾄ

中間考査
実験・実習ﾌﾟﾘﾝﾄ

期末考査
ノート

二学期
９


　第３章　地球にはたらく力

　


・地球上の各地点で重力を測定することにより、地球内部のことが推定できる方法を学習します。

・地磁気と地磁気が引き起こす現象について学習するとともに、古地磁気にまで内容を発展させ、第2部のプレートテクトニクスの内容につなげていきます。




10

11

12
第2部 ﾌﾟﾚｰﾄでおおわれた地球

　第１章　ﾌﾟﾚｰﾄの動きと地球表層の変化

　第２章　私たちの日本列島


・火山や震源の分布が海溝や海嶺と一致していることから、地球上のプレートの分布について考え、プレートテクトニクスにつなげていきます。

・プレートテクトニクスの考え方について学びます。また、地球上で起きている多くの地学的現象が、この理論によって合理的に説明できることを理解します。

・日本付近を例に、島弧－海溝系について学びます。

・プレートテクトニクスの原点である大陸移動説の隆盛、衰退、復活をとおして科学的な考え方を追及します。

ビデオ視聴をとおして、地学現象とプレートの動きをビジュアルに感じます。

・プレートテクトニクスの考え方に基づき、日本列島の構造について、プレートの分布、構造線の位置、火成岩や変成岩の分布と関連させながら学習します。

日本列島の構造的な発達史を学びながら、島弧－海溝系について理解を深めます。


中間考査
ビデオ視聴ﾚﾎﾟｰﾄ
実験・実習ﾌﾟﾘﾝﾄ

期末考査
ノート

三学期
1

2

3
郷土の地形・地質


・地域的に見た地質の特徴を学習します。特に、関東平野の成立を中心に、第四紀の海水面変動と関連づけながら、地形図・地質図の実習を交えて学習します。

・｢関東ローム層中の鉱物｣を調べ、どのような鉱物から形成されているかを知ります。また、火山灰層である関東ローム層が、どこの火山から噴出されたものであるかも考えます。

・ビデオ視聴を通して、視覚的に理解を深めます。


実験・実習ﾌﾟﾘﾝﾄ

実験・実習ﾌﾟﾘﾝﾄ

ビデオ視聴ﾚﾎﾟｰﾄ

学年末考査
ノート

評価の観点
知識の理解度

地学への関心、意欲、態度

地学的な思考、表現、技術

授業への積極性

評価の方法
１ 定期考査の成績（７０％）

２ 実験・実習レポート、ビデオ視聴レポート、授業ノート、製作物（地形図・地質図の実習）
３ 授業中の状況や実験・実習での取り組み方（２・３あわせて３０％）

その他
１ 実験・実習は地学実験室で、ビデオ視聴は視聴覚室で行います。教室移動は速やかに時間内に行ってください。

２ 実験・実習では三角定規、30㎝定規、コンパス、色鉛筆を用いますので各自で用意してください。

その２

対象教科・科目
単位数
学年・学級

地学Ⅱ
３


学習目標
・私たちの郷土の地形や地質を知るとともに、日本全体あるいは地球全体でのそれらの位置づけを考え理解を深める。

・最近の成果によって明らかにされつつある、宇宙の広がりについて関心をもつとともに、その調べ方の方法や研究の歴史についても理解を深める。

使用教科書・副教材等
高等学校地学Ⅱ　(地Ⅱ００１)，傍用問題集

２ 学習計画および評価方法等

学期
月
学習内容
学習のねらい
評価材料

一学期
４

５

６

７
第2部 ﾌﾟﾚｰﾄでおおわれた地球

　第１章　ﾌﾟﾚｰﾄの動きと地球表層の変化

　第２章　私たちの日本列島


・火山や震源の分布が海溝や海嶺と一致していることから、地球上のプレートの分布について考え、プレートテクトニクスにつなげていきます。

・プレートテクトニクスの考え方について学びます。また、地球上で起きている多くの地学的現象が、この理論によって合理的に説明できることを理解します。

・日本付近を例に、島弧－海溝系について学びます。

・プレートテクトニクスの原点である大陸移動説の隆盛、衰退、復活をとおして科学的な考え方を追及します。

・ビデオ視聴をとおして、地学現象とプレートの動きをヴィジュアルに感じます。

・プレートテクトニクスの考え方に基づき、日本列島の構造について、プレートの分布、構造線の位置、火成岩や変成岩の分布と関連させながら学習します。

・日本列島の構造的な発達史を学びながら、島弧－海溝系について理解を深めます。
中間考査
ビデオ視聴ﾚﾎﾟｰﾄ
実験・実習ﾌﾟﾘﾝﾄ

期末考査
ノート

二学期
９

10


郷土の地形・地質
・地域的に見た地質の特徴を学習します。特に、関東平野の成立を中心に、第四紀の海水面変動と関連づけながら、地形図・地質図の実習を交えて学習します。

・｢関東ローム層中の鉱物｣を調べ、どのような鉱物から形成されているかを知ります。また、火山灰層である関東ローム層が、どこの火山から噴出されたものであるかも考えます。

・ビデオ視聴を通して、視覚的に理解を深めます。
実習ﾌﾟﾘﾝﾄ
実験・実習ﾌﾟﾘﾝﾄ

中間考査


11

12


第3部 宇宙の探究

　第１章　宇宙の観測

　第２章　恒星


・天体望遠鏡の種類や構造を学び、さらに太陽黒点の観察をとおして、使い方についても学びます。

・人間の目に見える可視光線ばかりでなく、赤外線や電波、Ｘ線などを用いた天体の観測方法と観測対象について学習します。

・過去の惑星探査機｢ボイジャー｣や｢ガリレオ｣「マーズ・パスファインダー」などの探査結果をビデオ視聴をまじえながら紹介し、地球外からの宇宙の観測について、理解を深めます。

・ニュートリノや重力波の観測など、最新の観測結果を紹介します。

・恒星の物理的性質である明るさや表面温度、質量の関係を学びます。

・ＨＲ図を作成し、数多くの恒星の性質や恒星までの距離の求め方について学びます。


実験・実習ﾌﾟﾘﾝﾄ

ビデオ視聴ﾚﾎﾟｰﾄ
実験・実習ﾌﾟﾘﾝﾄ
期末考査
ノート

三学期
１

２

３


　第３章　宇宙の広がり
・銀河の種類やその運動について学びます。

・ハッブルの法則が発見された経緯を、ビデオを視聴しながら紹介するとともに、宇宙の広がりについて学習します。

・インターネットを用いて、ハッブル宇宙望遠鏡が撮影した銀河の画像を集め一覧表つくりをします。


ビデオ視聴ﾚﾎﾟｰﾄ
実験・実習ﾌﾟﾘﾝﾄ

学年末考査
ノート

評価の観点
知識の理解度

地学への関心、意欲、態度

地学的な思考、表現、技術

授業への積極性

評価の方法
１ 定期考査の成績（７０％）

２ 実験・実習レポート、ビデオ視聴レポート、授業ノート、製作物（岩石プレパラートや簡易偏光装置）
３ 授業中の状況や実験・実習での取り組み方

　（２・３あわせて３０％）

その他
１ 実験・実習は地学実験室で、ビデオ視聴は視聴覚室で行います。教室移動は速やかに時間内に行ってください。

２ 実験・実習では三角定規、30㎝定規、コンパス、色鉛筆を用いますので各自で用意してください。

